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E ・ 1 .皮質哩噌野へのバイオサイチンの注入:実験には雄成熟ウサギ 4 匹を用いた。 2 連ガラス管電極を用い、
皮質哩鴫野に連続電気刺激を与え、関口優位性または閉口優位性パターンのリズミカルな顎運動を誘発する部位を同
定した後、その部位に 5%バイオサイチン0.2μl を圧注入した。 24時間の生存期間の後、脳を濯流固定して大脳の組
織切片を作成し、 ABC 法にて処理した後に DAB 法にて発色させた。
E ・ 2. 被殻への WGA-HRP の注入:実験には雄成熟ウサギ 3 匹を用い、頭部を脳定位固定装置に固定した。次い
で先端を50μm 程度に細くしたガラス管に 5 % WGA-HRP を封入し、これを 1μl のハミルトンシリンジに装着し
た。実験 I 、 ll-l で誘発電位および神経終末の認められたレベルの被殻内にこのガラス管を刺入して 5 % WGAｭ






した場合、前方 o --2.0mm の範囲であった。特に前方2.0mm レベルの被殻腹側部に密な分布が認められた。一方、
閉口優位性パターン誘発皮質の刺激による電位誘発部位も、基点前方 o --2.0mm の範囲で認められ、その出現部位
は関口優位性パターンの場合と重なっていた。しかし、関口優位性パターンの場合に比べて電位を誘発した範囲は小
さしまた最大振幅を示す部位は内尾側に存在した。







E ・ 2. 神経終末の認められた被殻部位への WGA-HRP の注入により、同側の大脳皮質岨鴫野でV層の細胞体が
逆行性に標識された。また、皮質岨鴫野だけでなく、岨鴫野よりもさらに吻側、あるいは尾側の皮質細胞体も標識さ
れた。さらに反対側の皮質細胞体も標識されたが、明らかに同側よりも標識される細胞数は少なかった。
【結論】
本実験結果より、ウサギ大脳皮質哩鴫野から大脳基底核の被殻への皮質一線条体投射は、被殻腹側部に終止し、さ
らにその内でも皮質部位の相違による局在性の存在することが明らかにされた。これらの皮質一線条体投射は、食物
の岐断から膜下に到るまでの一連の岨鴫運動制御において重要な役割を担っていると考えられる o
論文審査の結果の要旨
本研究は、麻酔したウサギを用い、大脳皮質岨鴫野と大脳基底核の線条体(被殻)との線維連絡を、電気生理学的
および組織学的に検討したものである o その結果、大脳皮質岨鴫野から被殻への投射は、異なる顎運動パターン間で
その投射部位に相違が認められ、岨鴫運動の調節に関与する大脳基底核には局在性のあることが示唆された。
以上の研究結果は、岨鴫運動の大脳基底核による制御機構について重要な知見を与えるものであり、博士(歯学)
の学位を授与するに値するものと認める。
組斗占? ?
